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第5図　地力増強と年次別収量

でいる。そして地力による収量差は多収年次において

高く現れ（最高収量811んか／45年），低収年次におい

ても700晦／1Daを上回り，気象的災害にも安定して

いる。

4　　む　　　す　　　ひ

水田における地力増強が強く要請されている中で，

一方では地力が作物生育に及はす効果についても種々

な論議がある。ここでは機械移植における生育調整に

果たす役割を中心に地力とイネの生育，収量の安定性

について検討した。その結果，高地力条件下におい壬

は有効革歩合の向上と，積数の増大がみられ，このこ

とが収量の安定性に寄与している所が大きいと判断さ

れた。しかし，この試験の範囲内では（元肥窒素0．8

毎／a程度）有効茎歩合75帝程度が最高で，地力の

みで80珍以上の有効茎を確保するに至っていない。

高位の良質多収性稲作を実現するためには80～85労

の有効茎歩合を得る効率的な方法が望まれるが，これ

らについては施肥．量，時期など今後の検討が残されて

いる。

投げ楠における接地角度と水深が発根部位に及ぼす影響

大谷　裕行・斎藤　　賓・岩崎　　繁
（福島県農業試験場冷害試験地）

1　は　　じ　め　に

近年，九州・北海道地域を中心に，ペT－パーポット

百による投げ栖栽培が行われ，かなりの成績を上げて

いる。本年度は，前述の2地域以外にも，試験的な栽

培が，各地において行われている。　しかし，‥植付け

角度，酋質による適応性等の基礎的な問題は，試験が

行われてからの日が浅いため，まだ解決されてはいな

い。

ここでは，本田における，投げ方の違いによる植付

け角度の分布及び人工的に角度を決めてセ：ツトした苗

の起き上がり度合，移植後の水深と発根部位との関係

について，調査を行った結果を報告する。また，本田

での落下苗の角度測定のため．試作した角度測定器に

ついても紹介する。

2　　試　験　方　法

1．　品種：ハツニシキ

2．耕種概要：

（11播種期　4月15日

（21播種量　80才／ペーパーポット

（釘施肥量　N，P205，K20各2才／ペーパーポット

（4）育苗様式　ペーパーポット露地育苗

（5）供試時苗令　5．5葉苗

5．試験区の構成：第1，2，5表のとおりである。

第1表　投げ方の相違による落下百の接地角度

漂 、
区　　　 名 備　　　　　　　　　 考

1 高　投げ区冊 詰 諸 君／10a

2 斜め投げ区

第2表　人工的接地角度

卜∵
区 ； 名 備　　　　　　　　　 考

1 ロ○　区 日 昌違憲 9諾 制

2 5 00　区

5 占00　区 」誓 言誓言冨

4 9 DO　区
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第5表　水深と発根部位

言
水深

角　　　　 度
備　　　　　 考

DO 45 0 9 0 0

1 0 （、虎 0 0 0 1 区株数 8 枚

1 株 4 本 百立 ち

5 月28 日ポ ット

に移 植

2 1Cの
l

0 0 0

5 5 e珊 0 0 0

4．移植角度の測定：第1回の測定器の先端を稲

株の境地部のわきにさし，稗部を稲株の傾きに

合わせ角度を測定。

第1図　角度軸定器

5　試　験　結　果

1　投げ方の相違による落下苗接地角度の分布

調査は，区の対角線上に渡した紐に接した苗を第1

回の測定器で計測した。接地角度の分布は，第2図に示

したが，移植後調査（毎1）に示される様に，高投げ区

■』。0～罰）OE≡ヨガ～750［：コ約8～閲。

高投げ区　　　　　　　斜め投げ区

5／21　5／別　5／か　　　5／21　5／24　5／測　（月／日）

第2国　投げ方の相違による落下音接地角度の分
布と立ち上がりの推移

では，500以下の株が58．絹に対し．斜め投げ区では，

85．D痴となり，高投げ法により，高い角度で植付けが

なされることが知られる。同様に立ち立がり度合も，

10日目（％9）調査で．800以上の株が・高投げ区で

94．8珍と大部分の株が立ち上がったのに比べ，斜め投

げ区においては，58．9帝となり．8割以上の株が立ち

上がらず，初期における活着の・遅れが認められる。

実際に投げ楯を行う場合には，どちらの投げ方も行

われると考えられ，その場合の移植直後の株の角度は，

高投げ区の平均55．50を下回り，斜め投げ区の平均1780

に近づくと思われる。その様な低角度で植え付けられ

た苗の立ち上がりはどうか，また，どの様な条件下で，

早く立ち上がるのかを調べるため，以下の試験を行った。

2　人工的に角度を決めて，接地した苗の立ち上がり

第5図に見られる様に，植付け角度07区では，移植後

11日目においては，平均74．1，800以上の立ち上が

りを示した株の割合575帝で500区，800区に劣っ

ている。8日目ではより差が現れており，500区，dOO

区でd～8割が800以上立ち上がったのに比較し，DO

区では12．5解と立ち上がりの遅れ，特に初期における

遅れが強く認められる。また，dOO区において立ち上

がり角度800以上のもの，平均値とも，8日日が11

日目のものに勝っているが，これは，風のため．倒さ

れたもので．強風は，初期の立ち上がりに，影響する

ことが知られる。

（3日目）（8日日日11日日）

第5回　立ち上がり角度の推移（40株調査）

移植後，14日目における発根の状態は，第4図に

示したが，総発根数は，44本／抹～55本／／′株であり，

500区，900区で50本以上と多かったのに比較し．

DO区，dOO区では．40本台と少なかった。また，

発根部位を見ると，植付け角度による差が認められ，



東　北　農　業　研　究

511

耕　1日

根
：111

放

Jl、

哀

堕　川

II

日⊃　　　二ilI　　　60〇　　　班）0

植　付　け　角　度

第4図　移髄後14日日における接地角度と発限部位

下限（ポットの下端から出る択）は簡付け角度が折角

に近づくに従い増加し．上択（ポット上端から出る根）

は減少した。随駁（ポットの紙を放って出る但）の発

生は，接地角度が500区で最も多く，次いで00区であ

ることから．横転することによって多くなる使向が認

められる。

以上のことから，移植時角度が500以上あれば，立

ち立がり．発根には，問題が少ないと考えられる。ま

た，00区，500区で上限の発生が多く，これが，刑伏

とどう俣】係するのか．今後の調査が必要である。

5　秒柵後水深と発根部位

植付け角度が高まるにつれ，下取は増加，上限は減

少する保順が．この試験でも認められる（第5図）。

次に，植付け角度別に見ると．900区では水深が深く

なるにつれ．各部位の棍数とも増加する仰向が認めら
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第5図　移植後水深・植付け角度と発根部位

れる。しかし．450区，00区では，ともに1C布佐で最

大限数となっており，栖付け角度により，移傭後水深

の適正な深さが，変わることが推察される。また，水

深OC都区ではいずれの柿・H・け角度の区でも，新撮数が

少ない仏向が認められる。

4　　ま　　　と　　　め

以上から実用的には，500以上の的f、J■け角度があれ

ば，株の立ち上がりに問掛は少なく，そのためには，

投げ方としては，「高投げ」が有利であろう。また，

植え付けられた苗の接地角度により，発根部位，発根

数には．差が認められ，下限は，植付け角鑑か，直角

に近づくに従い増加．上限は減少，伍柾は，あまり影

響を受けない様に認められたが，傾向としては，横転

するに従って発生が多くなると認められた。

移植後の水深は　植付け姿勢によって異なる管理が

必要と考えられ，横転苗が多い場合は．1C珊程度の浅

水管理，直立苗が多い場合は，ポットが水中に投する

程度の水深にすることにより，発根・活着が良好にな

ると考えられる。

水稲紙筒節バラ播き移植について

佐々木　由　勝・佐々木　　　功

（岩手県農業試験場）

】　ま　え　が　き

水稲における紙筒育苗の実用性が認められ手植えや

専用田植機によって移植されているが，その苗質，活

着．初期生育は極めて良いものである。また，紙筒の形

態から田植機不用の省力的な移植法であるバラ播き方

式も考えられることから本県における可能性を移柿か

ら収匹までについて検討したので概要報告する。

2　　試　験　方　法

1・移憶時の土壌条件と精度（耶45，49）

代かき直後と代かき5日後の矧場と水深8～1C甥，

2～5C方でバラ席き精変を調査した。苗の条件は草丈

15．1C詔，葉数5．5葉．乾物垂2．8才／1DD本．1ポット

の重さ8．8才で以下同じ前条件である。


